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（ダイナミン2は微小管を介してアクチンコメットを
制御する）

論 文 審 査 委 員 教授 大橋俊孝 教授 大内淑代 准教授 西木禎一

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

ダイナミンはエンドサイトーシスの小胞形成に重要であり, アクチン制御タンパクである

コルタクチンと相互作用する。ダイナミン 2 とコルタクチンはアクチンコメットに局在する

と報告されたが, この役割は未だに分かっていない。そこで RNA 干渉法によりアクチンコメ

ット制御におけるこの役割を調べた。リステリア菌が誘導するアクチンコメットにおいてコ

ルタクチン発現抑制は影響しなかったが, ダイナミン 2 発現抑制ではその形態と動態に有意

差がみられた。このことからダイナミン 2 はコルタクチンを介さずにアクチンコメットを制

御する可能性が考えられた。ダイナミン 2 は微小管の動的不安定性を制御することから, ダ

イナミン 2 発現抑制によるアセチル化微小管の増加がアクチンコメットに影響している可能

性が考えられた。この可能性を検討するため, 微小管阻害剤を用いて調べたところ, ダイナミ

ン 2 発現抑制による影響をレスキューできた。以上の結果から, ダイナミン 2 発現抑制によ

る微小管の安定化がアクチンコメットに影響する可能性が示唆された。
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